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編集後記
この度，『早稲田大学教職大学院紀要』第 13巻を発行いたしました。論文をお寄せくだ
さった執筆者の皆様を初め，紀要刊行委員会を支えてくださった事務所の方々，そして論
文の査読をご担当いただきました教育・総合科学学術院の先生方に深く感謝申し上げます。
ありがとうございました。
今年度は，新型コロナウイルス感染拡大という未曾有の事態が発生し，早稲田大学教職
大学院の授業科目も教員の会議もほとんどがオンラインとなり，経験のない中で様々な創
意工夫と問題解決的思考で困難な状況を乗り切った 1年間でした。
そのような中でも，教職大学院の連携協力校の皆様には，在学生の対面での学校臨床実
習を実施していただきましたことを記して，この場を借りまして深く御礼申し上げます。
ありがとうございました。
今年度も修了生からの論文が掲載されることになり，こうした傾向がほぼ定着してきてい
ることを大変うれしく思います。教職大学院紀要は，教員だけでなく修了生と在学生が教師
として高度な専門職的力量を身に付けるための実践的な研究成果の発信の場として機能す
ることが期待されていますが，そのことが確実なものとなっていることの証といえます。
これからも，在学生及び修了生の皆様におかれましては，最近の学校での授業研究の成
果や学校運営の叡智をまとめて，投稿してくださいますようお願い申し上げます。学校に
内在する多くの課題をどう解決すればよいか，そして新しい時代に求められるこれからの
教育改革のテーマをどう実現していけばよいか，その指針と処方箋を理論と実践を往還さ
せながら提案していただき，私たち教員や後輩達に示してくださればありがたく思います。
学校には多種多様な雑務や即時的に対応しなければならない課題が数多くあります。来
年度以降，新型コロナウイルスに関わる感染症予防教育や，GIGAスクール構想で整備さ
れる 1人 1台端末を用いた学校でのオンライン授業の実践などの必要性が高まっています。
また，これまで同様に，防災・防犯に関わる危機対応教育や学校における児童・生徒の多
様性を認め合う教育のあり方等，効果的な解決策が求められています。
本紀要に掲載された論文は，早稲田大学リポジトリというインターネット・サイトから
広く全世界に公表されます。その意味で，それぞれの論文の社会的影響力は少なくありま
せん。そうした社会的価値を受け止め早稲田大学の進取の気性を発揮していただきまして，
今後とも，本紀要への皆様の益々のご支援をお願い申し上げます。
（紀要刊行委員長　田中博之）
